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研究成果の概要（和文）：「標準ドイツ語」と「スイス・ドイツ語」の言語的差異、また「高尚文学」と「通俗文学」
の作品受容の差異を意識しつつ、創作活動を行った最初の世代のドイツ語圏スイスの現代作家、ローベルト・ヴァルザ
ー(1878-1956)、フリードリヒ・グラウザー(1896-1938)の作品の研究および翻訳を通じて、1920年代から30年代のドイ
ツ語圏スイスにおける、多声的かつジャンル横断的な、新たな散文スタイルの成立過程を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：Robert Walser (1896-1956) and Friedrich Glauser (1896-1938) belong to the 
generation of Swiss writers who first became aware of the difference between standard German and Swiss 
German, and who critically dealt with it in their novels. They were also very conscious about the 
dichotomy between “highbrow“ and “lowbrow“ literature in the 1920s/1930s, and established a new 
writing style by utilizing popular “lowbrow“ literary genres of their time. In this research project, 
we explore the polyphonic, highly transgressive writing style of these two authors.

研究分野：ドイツ文学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
 現在、世界的に文学研究者、現代作家の注
目を集め、多数の言語への翻訳が進められて
いるドイツ語圏スイスの作家ローベルト・ヴ
ァルザー（1878-1956）、また、同時期、同語
圏の多言語作家フリードリヒ・グラウザー
（1896-1938）の作品を手がかりに−−申請者
のこれまでの翻訳実践、翻訳者間対話の経験
に基づきつつ−−多言語的背景を有するスイ
ス文学作品に内包されている、文化創造の可
能性を明らかにするための研究に取り組む。 
 これに加えて、この研究の射程を現代にま
で拡大するために、多言語的背景を持つ作家
としても、翻訳者としても「越境」のテーマ
について作品を発表し続けているイルマ・ラ
クーザ（1946-）、さらには、言語の境界を越
えて積極的に詩的対話を行っているスイス
の若手詩人ユルク・ハルター（1980−）の研
究にも、併せて着手することとした。 
 
 
２．研究の目的 
 
(1) 『ローベルト・ヴァルザー作品集（全５
巻）』での翻訳実践経験での知見に基づき、
ヴァルザーのテクストがいかなる点におい
て他言語への翻訳に抵抗するのかを明らか
にし、それを通じていまだ十分に言語化され
ていないヴァルザーのテクスト固有の特質
を明らかにする。 
 
(2)国際会議の場において他言語へのヴァル
ザー翻訳者との共同討議を重ねることを通
じて、日本語への翻訳に特有の問題を明らか
にすると同時に、他言語への翻訳にも共通す
る普遍的問題を抽出する。 
 
(3)ヴァルザーと同じく、２０世紀前半のスイ
スにおいて、多言語性を意識した創作活動を
おこなったフリードリヒ・グラウザーの作品
における多声的、ジャンル横断的な創作の詩
学を明らかにする。  
 
(4)翻訳者としてドイツ語—日本語間の連詩製
作に参加することを通じて、「言語的越境」、
「翻訳と詩作の共同作業」から生まれる新た
な文化創造の可能性について知見を獲得す
る。 
 
(5)古典作家クライストの作品に対して、比較
翻訳分析の手法を用いた研究を行うことに
より、多言語的視点から開かれうる新たな読
解可能性を明らかにする。 
 
 (6)言語、文化に規定される「主体」構成の
さまざまな様態について、多言語、多分野の
論者からの論考が寄せられた書物へ寄稿す
ることを通じて、ドイツ文学研究の枠を相対
化し、学際的な知見を獲得することに努める。 

３．研究の方法 
 
(1)文学作品の翻訳作業を通じての実践的ア
プローチ。 
 
(2)シンポジウム等での他言語圏の翻訳者・
研究者との国際的討議。 
 
(3)日本語、ドイツ語両言語での学術論文に
よる研究成果発表。 
 
(4)特集テーマを掲げた論集への寄稿による、
他分野研究者との学際的対話。 
 
(5)異言語間の連詩製作プロジェクトに翻訳
者として関わることによる、文化創造への参
加経験。 
 
(6)一般読者向け書籍への寄稿による、研究
成果の社会への還元。 
 
 
４．研究成果 
 
(1)2010 年に刊行を開始した『ローベルト・
ヴァルザー作品集（全５巻）』を研究期間内
に完結させることができた。本作品集は日本
国内における、ドイツ語圏文学研究者にとっ
ても、またヴァルザーから刺激を受けた現代
作家による新たな作品が生まれている英、仏、
西語圏文学の研究者にとっても、今後の研究
の基礎資料となるものである。（→図書③、
⑨） 
 
(2)現代作家によるヴァルザー受容の最重要
例ともいえる W・G・ゼーバルトの論集『鄙の
宿』でのヴァルザー論について、批判的書評
を寄稿した。（→その他②） 
 
(3)国際シンポジウムにおいて、またヴァル
ザー研究における最新基礎文献『Robert 
Walser Handbuch(ローベルト・ヴァルザー・
ハンドブック)』(2015)等において、ヴァル
ザー作品の日本語への翻訳がもたらす独自
の知見について、詳細な報告を行った。その
結果、ヴァルザー作品の日本語への翻訳の意
義は、本国スイスにおいてもローベルト・ヴ
ァルザー協会をはじめとする諸研究機関に
おいて認知され、高い評価を得ている。（→
雑誌論文⑤、図書④、学会発表②、③、④、
⑥） 
 
(4)日本においては、種村季弘による翻訳紹
介以来、受容が途絶えていたフリードリヒ・
グラウザーの作品が有する多声性について
研究を行い、日本語、ドイツ語両言語による
口頭発表、論文発表を通じて広く成果を発信
することができた。（→雑誌論文①、②、学
会発表①、⑤、図書②、⑥） 
 



(5)谷川俊太郎氏、ユルク・ハルター氏、エ
ドゥアルト・クロプフェンシュタイン氏、お
よび本研究代表者による日独連詩製作は、ス
イス、日本両国において高い評価を得て、こ
の４名による連詩製作チームには、2012 年、
スイスのベルン州文学賞が授与された。（→
図書⑧、学会発表⑦） 
  言語の境界を越える多声的な対話から作
品を生み出す試みはその後も継続され、2014
年、9月 8−12 日には、谷川俊太郎氏、ユルク・
ハルター氏、フランツ・ヒンターエーダー・
エムデ氏、および本研究代表者による日独連
詩第二作製作のためのワークショップが津
田塾大学で行われ、その様子はインターネッ
トでも同時中継された。（→その他①） 
 この成果は 2014 年 9月 14日の連詩朗読会
で公にされ、（→その他②）書物としては日
独連詩第二集『48-Stunden-Gedicht (48 時間
の詩)』としてスイスのSecession社から2016
年 8月に刊行される予定である。（→図書①） 
 
(6)作家、翻訳者、ジャーナリスト、自然科
学者等が、ヨーロッパ、アジアの各文化圏に
おける「主体」の様態について論じている書
物に論文を寄稿し、学際的な観点から言語と
主体の関係について考察する機会を得た。
（→図書⑦） 
 
(7)明石書店から刊行されているエリア・ス
タディーズ・シリーズの一冊『スイスを知る
ための６０章』に寄稿し、上記の研究成果の
一部を、広く一般読者に向けて伝えることが
できた。（→図書⑤） 
 
(8)ローベルト・ヴァルザーも大きな影響を
受け、作品を寄せている古典作家ハインリ
ヒ・フォン・クライストについての日本にお
ける研究、受容について、ドイツ語による書
誌および解説を作成し、学会誌に掲載した。 
（→雑誌論文⑥）また、さらなるクライスト
研究として、比較翻訳分析の手法を用いた研
究論文を執筆、発表した。（→雑誌論文③） 
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